青山荘　　フェイスシート

　　　　　　　　　　　　　　　　                                         平成21年3月30日　担当：向

	入　所　者
	氏　名　　　　岩織　由美子　　　様　　　　　男・女
	昭和30年8月3日生（53歳）

	
	〒039-0003　　　八戸吹上6丁目8-3
	電話　自宅）0178-38-3820

携帯）090-9537-5876

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	　　　　　なし

	
	発症時期
	平成11年頃（44歳時）－うつ病

平成15年頃（48歳時）－非定型精神病平成15年頃（48歳時）－統合失調症
	罹 患 期 間
	　約8年

	
	入院回数
	1回
	延べ入院年数
	3ヶ月

	医療機関
	　青南病院（主治医　田名部医師）
	外来受診日
	毎週水曜日（週1回）

	医療区分
	社保（扶養）
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	上限額
	手帳種別

	
	
	
	
	有・無
	20,000円
	精神（１級）

	経済状況
	基礎年金年金（1級）
	月額　　約8.3万円　　＋　家族援助　　

	障害程度区分
	　未審査
	負担上限
	
	相談支援事業所
	

	日中活動の場
	生活訓練施設「青山荘」、青南病院デイケア

	住まいの場
	生活訓練施設「青山荘」、自宅(外泊時)

	入所年月日
	Ｈ19年12月6日
	身長
	158cm
	体重
	51kg

	最終学歴
	青森県立中央高校卒業（青森市）
	免許・資格
	普通自動車（1種）珠算（3級）

	職　歴
	S49.4～S51.8　三菱ふそう

S52.5～S53.8　青森県庁（臨時職員）

S54.4～S55.7　太田鉄筋

H2.12～H3.4　 富岡生命（保険外交員）

H11.4～H11.8　遺跡発掘作業員
	

	保　護　者
	氏　　名　　　岩織　健　　様　　　　　　　続柄　　夫　　（同居　・否）

	入所目的（本人、家族より）

・身の回りのことを自分でできるようになり、自宅では家族と仲良く暮らしたい。

・家族や他者に迷惑を掛けないように相手を気遣える生活がしたい。

・夫や娘との関係性が悪く距離を空けた状態で生活訓練を行い、良好にしたい。



	


	入院・治療歴　（初診日：平成11年8月-類家内科）

	期間
	入・通院
	医療機関
	病名
	その他

	H11.12.8　～　H15.4
H15.5.26　～　H15.8.30
H15.9　　 ～　H15.10.25
H15.10　　～　H19.11.29
H19.12.12 ～　現在
	通院

入院

通院

通院

通院
	八戸市立市民病院

松平病院

松平病院

八戸市立市民病院

青南病院
	うつ病

非定型精神病

非定型精神病

統合失調症

統合失調症
	＊医療保護入院

	生活歴

青森市にて出生。高校卒業後は三菱ふそうに事務職として入職するが、同僚からいじめを受けたことで胃潰瘍を患い2年程で退職。その後半年程実家で生活しながら就職活動をし、青森県庁農林水産部に臨時職員として勤める。2年半程勤めるが、S54現在の夫と結婚し退職（24歳時）。S56に娘を出産。出産後、夫は単身赴任する形となり一人で子育てするが、娘が中学生になると、同級生からいじめを受け登校拒否（進学・卒業単位は取得）となり、その間娘からも暴力行為を受けていたこともある。H11.4～H11.8遺跡の発掘作業に参加する。この間、夏の暑さに体力を消耗し、期間途中で仕事を辞めている。その後からはっきりとした抑うつ気分変調（空虚感・困惑・意欲減退・易疲労・体調不全感など）を認める様になり、類家内科を受診するが、その後も症状は憎悪し、希死念慮も出現。その為八戸市立市民病院を受診、うつ病と診断される。通院することで序々に安定していたが、H15.4頃より夫や娘に対してよそよそしい言葉遣いをするようになり、話し掛けに対しても生返事や無反応となる。また、独語・空笑や、夫や娘の持ち物を隠すなどの行為も見られた。「夫からの暴力を受けている」と警察署、市役所に相談することや断薬、交通事故を起こしたことから、家族が当時の主治医に相談し、H15.5.26～H15.8.30松平病院にて入院加療を行う（この時点で病名を統合失調症に改定）。退院後は再び八戸市立市民病院にて外来通院を行いながら同病院デイケア通所を行う（週に2回）。外来では落ち着いた様子見られているが、夫・娘からは生活能力の低下・現実検討力の低下・自己中心的な言動の為に家庭内での生活が混乱していると主治医に相談し、また、浪費・生活リズムの乱れなどもあり、家族の精神的負担も大きいことから生活スタイルの見直しと生活技術向上の為H19.12青山荘入所となる。


	
	家族状況、家族との交流及び協力の程度（経済面も含めて）

· 夫様は少しずつ本人を理解しようとしている。

· 娘様は退所することに反対だったが、入院をきっかけに本人への対応が良くなったとのこと。しかし、依然本人へ注意する際は口調の強さみられている。

· 週末は外泊を行っている。

· 外泊では、家族と外出したことやお孫様と一緒に遊んだことを話している。





平成21年3月30日（月）担当：向
　　       

	氏　名
	岩織　由美子様
	男・女
	生年月日
	昭和　30年　8月　3日（53歳）


	長期・短期目標

	長期目標：デイケア通所等の日中活動を行いながら家族との距離を保つこと、また、自宅での役割を明確にし安定した自宅生活を送る。

短期目標：散歩や体操を行い、体力や筋力の維持・向上を図る。


	これまでの経過（前回評価日　　H20年　8 月　25日　）

	　週末や祝日は自宅外泊を行っていたが、1/3（土）夫様が制止行動をとった際本人が倒れ足を痛めたと連絡あり。病院受診し右足大腿骨骨折（手術が必要であり、全治2ヶ月）と診断され、八戸市民病院へ入院となる。手術後、3週間が経過し、リハビリを行うため室岡整形外科へ転院となっている。入院中の服薬は、夫様が青南病院を代理受診し処方してもらい、それを病棟看護師に預け定時に服用するようにしている。

　2/21（土）室岡整形外科を退院し、通院治療が必要なことから自宅療養を希望している。その後の面談では、本人は退所を希望し、家族もデイケア通所・日中活動を行うことを条件とし退所へ向けて取り組みたいとのこと。娘様と本人との関係について、娘様は夕方になると本人に対しイライラする様子が見られるが以前に比べ対応が良くなってきたと話す。以上のことから、週末・祝日の外泊を継続しながら5月末を退所予定としている。

【現在の足の状態】

　室岡整形外科退院後は、足の痛みを訴えるが杖無し歩行が可能となっている。3/7（土）青山荘に帰荘しており、時折、右足を引きずる様子見られているが椅子に座り休むことで対応し、また、外来受診や外泊時のバス移動は、ペースはゆっくりではあるが問題なく行うことができている。

室岡整形外科の主治医よりは、足を組んで座る、しゃがむ、激しい運動、重いものを持つ、長時間立っている等の行為はしないようにと指示がでているが、ソファに座る際、足を組んでいるためその都度声掛け要している。

1週間のスケジュール

月

火

水

木

金

土

日

デイケア通所

（10：00～

14：00）
入浴利用

（青陽館）

外来受診

（9：00～

10：30）

青山荘

デイケア通所

（10：00～

14：00）

入浴利用

（青陽館）

自宅外泊

自宅外泊

今後の支援について

【個別支援】

· 入浴利用の際、青陽館に行ってから15分程度で戻ってきている為、衣類の交換や頭髪・体を洗うことについて本人と一緒に行き確認や声掛けを行う。

· 体力の維持・向上の為、以前行っていたよこまちまで牛乳パックを出しに行くことや散歩を促す。その際は、本人の状況を見て職員も同行する。

· 定期的に面談を行い、日中活動・デイケアの振り返りや退所後のスケジュール等について確認を行っていく。

【家族支援】

· 退所までに定期的に面談の日を設け、自宅での家族・本人の役割を確認する。その際は、娘様にも面談に同席して頂くように調整する。今後は、自宅訪問も行い家族調整や本人の日中活動等について具体化していく。

· 外泊時の本人の様子や家族の対応で良かったこと・困難だったこと等について伺い、傾聴・アドバイス・意見交換を行うことで家族のストレスの軽減を図る。




	退所に向けて
	介入方法
	支援期間

	①家族支援について

　
	· 定期的な面談を実施し、家族・本人の役割を再確認する。その際は、娘様にも面談に同席して頂くよう調整する。

· 青山荘での面談から自宅訪問へと繋げ、家族調整や日中活動等について本人・家族共に検討し具体化していく。

· 面談時、自宅での本人の様子や家族の対応等について傾聴・アドバイス・青山荘での対応について意見交換を行い家族のストレス軽減を図る。


	退所まで

	②日中活動について


	· 荘内では、ソファに座り過ごすことが多いため、体力の維持・向上の為にウォーキングや散歩等を行う。

· 退所後は、自宅生活となり休日だけでなく平日自宅で過ごす事となる。その為、週末の外泊だけでなく、日中の自宅への外出を提案今後の生活に近づけるような支援を行っていく。

· 退所に向け、定期的な面談を行い、日中活動やデイケアの振り返り、退所後の1週間のスケジュール等について確認を行っていく。
	退所まで



	③服薬について
	· 服薬ボードの設置できてい、定時より早く服用することがある、薬包に書いた日付と飲む日が異なっていることがある。本人と服薬の振り返りを行うと共に、服薬ボード設置時や服用時は職員が確認するようにする。


	


修正プラン実施評価日： H　 年　 月　 日（ ）　青山荘地域交流活動室
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吹上在住





根城在住

























































































